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  Vivado HLS でハードウェア化して性能が
良い C ソースコードは、一般的にソフト
ウェアでも性能が良い。 
  gcc のオートベクタライズ機能を使用して 
NEON を使用すると性能が向上することが
多い。 
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１．はじめに 
Cre/loxP システムを利用したコンディショナル





マウスの評価のため広く使用されている  Cre レ
ポーターマウスが ROSA26 レポーターマウスであ
る [2]。このマウスは ubiquitous に外来性遺伝子発現
を許す ROSA26 遺伝子座内に、転写を STOP させ





評価することが可能となる。近年では live imaging 

















2.1 Rosa26 Green red Reporter (R26GRR) 
Mice の作製 
CAG プロモーターと tdsRed 遺伝子の間に loxP 
配列で挟んだ EGFP 遺伝子を配置し、Rosa26 5’ 
arm-CAG/EGFP-tdsRed-Rosa26 3’ arm のターゲティ
ング・ベクターを構築した。このターゲティング・







Fig.1 Generation of the ROSA26 locus with insertion of a 
novel Cre reporter. 
2.2  動物 
全ての実験は筑波大学動物実験委員会の承認のも
と実施した。Cre レポーターマウスを産出するため
に、相同組換えが確認された ES 細胞を用いてキメ
ラマウスを作製した。キメラマウスの雄と 
C57BL/6N の雌を交配し、対立遺伝子が生殖系列へ
伝達されていることを確認した。Ayu1-Cre マウス、
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